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３月の
定例会

新議会の構成決まる新議会の構成決まる●●16

復興へのあゆみ
Step.5
復興へのあゆみ
Step.5

●●18

約280億円 過去最大の予算可決
ふるさとの復興へ向けて勝負の年
約280億円 過去最大の予算可決
ふるさとの復興へ向けて勝負の年

●●2

●●7 ズバリ!! 町政を問う
４議員が質問
ズバリ!! 町政を問う
４議員が質問
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《一般会計  １９８億円　　　　特別会計  ８１億円》
約280億円  過去最大の予算   可決  ふるさとの復興へ向けて勝負の年約280億円  過去最大の予算   可決  ふるさとの復興へ向けて勝負の年約280億円  過去最大の予算   可決  ふるさとの復興へ向けて勝負の年

３月定例会報告

　平成28年３月定例会は３月３日から８日まで６日間の会期で開催しました。
　平成28年度一般会計及び特別会計の当初予算をはじめ、平成27年度の補正予算、条例の制
定及び一部改正、人事案件、不動産の取得案件など、計50件の議案を慎重に審議し、可決49件、
否決１件で終了しました。
　一般質問では４議員が登壇し、今後直面する課題や町政運営のあり方について問いただしました。

定例会のあらまし定例会のあらまし一般会計　198億6031万円

総務費
30億4170万円
（15.3%）

民生費
24億8315万円
（12.5%）

土木費
65億9万円
（32.7%） 商工費

21億4370万円
（10.8%）

消防費
12億4394万円
（6.3%）

教育費
19億3739万円
（9.8%）

議会費
1億1116万円（0.6%）

その他
8016万円（0.4%）

災害復旧費
3億8393万円
（1.9%）

公債費
2億3019万円（1.2%）

衛生費
6億6798万円
（3.4%）
農林水産業費
10億3693万円
（5.2%）

町税
16億7529万円
（8.4%）

その他
3億4576万円（1.7%）

町債
1000万円（0.1%）

繰入金
46億139万円
（23.2%）

自主財源
（32.6％）

国庫支出金
89億7322万円
（45.2%）

県支出金
9億9767万円

（5.0%）

県支出金
9億9767万円

（5.0%）

地方交付税
30億7094万円
（15.5%）

依存財源
（67.5％）

財産収入
1086万円（0.1%）
分担金・負担金
1542万円（0.1%）
繰越金・諸収入
1億5154万円（0.8%）

使用料・手数料
823万円
（0.0%）

※端数処理の関係で
　合計が100%になりません。

歳出 歳入

平成28年度
当初予算

○庁舎機能回復事業（総務費）� ２億8700万円
　富岡町役場本庁舎の機能回復工事を行います。工事完了は平成29年3月の予定です。
○町づくり活性化事業（総務費）� １億3412万円
　復興計画を実現させるための各種アクションプランの策定等を行います。
○高度情報化推進計画事業（総務費）� ２億812万円
　町内外に町の最新情報を発信するとともに、スマートフォン向けアプリの作成等を行います。
○とみおか診療所整備事業（衛生費）� ３億3712万円
　町内曲田地区に診療所を整備します。平成28年10月開所の予定です。
○営農再開支援事業（農林水産業費）� ２億5743万円
　除染後の農地の保全管理や営農再開に向けた復興組合の支援等を行います。
○商業拠点施設整備事業（商工費）� 16億7405万円
　町内曲田地区に公設民営の商業施設を整備します。平成28年秋以降の開業予定です。
○道路新設改良事業（土木費）� 10億2560万円
　町内の道路、橋梁の新設改良工事を行います。
○公営住宅整備事業（土木費）� 17億983万円
　町内に整備する公営住宅の用地取得及び整備された住宅の購入を行います。
○防災行政無線経費（消防費）� ５億9172万円
　町内の防災行政無線を整備し、緊急時の連絡体制を構築します。
○文化交流センター施設管理費（教育費）� 10億3109万円
　学びの森の機能回復工事を行います。工事完了は平成29年3月の予定です。
○体育施設管理費（教育費）� ２億7626万円
　平成28年度は、総合体育館・武道館・テニスコート・野球場等の実施設計を行います。

≪平成 28年度の主な事業≫
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問　
配
布
し
て
い
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
更
新
の
予
定
は
。

答　
総
務
課
長　

　

平
成
28
年
度
で
現
在
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
契
約

が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、

平
成
29
年
度
に
は
新
た
な

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

問　
町
内
で
町
民
が
集

う
場
所
の
ワ
イ
フ
ァ
イ
の

フ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
化
の
検

討
は
。

答　
総
務
課
長　

　

役
場
や
商
業
施
設
な
ど
、

町
民
が
集
う
場
所
の
フ

リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
化
を
検
討

し
ま
す
。

≪高度情報化推進事業　２億812万円≫

問　
体
育
館
を
利
用
し

て
い
た
事
業
者
が
、
再
度

除
染
を
し
て
返
還
し
て
く

れ
る
の
か
。

答　
教
育
総
務
課
長

　

再
除
染
を
実
施
す
る
か

は
未
確
認
で
す
が
、
貸
し

た
時
と
同
じ
状
態
で
返
還

し
て
も
ら
う
契
約
で
す
。

問　
返
還
時
の
放
射
線

量
に
か
か
わ
ら
ず
、
除
染

は
必
ず
や
っ
て
も
ら
う
べ

き
だ
と
思
う
が
。

答　

町
長　

事
業
者
と

協
議
し
、
除
染
し
て
か
ら

返
還
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
要
望
し
ま
す
。

≪体育施設管理費　２億7626万円≫ 質

応
疑疑

答答
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町
政
報
告
要
旨

副
町
長
二
人
制
を
否
決

人
事
案
件

人
事
案
件

ま
り
ま
し
た

こ
ん
な
こ
と
がま

り
ま
し
た

こ
ん
な
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た

こ
ん
な
こ
と
がま

り
ま
し
た

こ
ん
な
こ
と
が

決

人事案件・町政報告要旨副町長二人制を否決

とみおか議会だより 186号とみおか議会だより 186号5 44

町政報告をする宮本町長

【
町
の
取
り
組
み
】

　

帰
還
困
難
区
域
を
除
く

町
内
の
除
染
は
、
本
年
度

内
に
一
通
り
完
了
す
る
見

込
み
で
あ
り
、
ま
た
、
町

立
診
療
所
や
複
合
商
業
施

設
、
災
害
公
営
住
宅
な
ど

の
、
町
内
で
の
生
活
に
向

け
た
復
興
拠
点
内
の
施
設

整
備
も
着
々
と
進
行
し
て

い
ま
す
。

　

加
え
て
、「
保
健
・
福

祉
」や「
第
３
の
道
」等
の

各
種
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

問　
役
割
分
担
は
。

答　
総
務
課
長

　

副
町
長
に
第
一
、
第
二

と
い
う
順
位
づ
け
を
し
、

第
一
副
町
長
に
は
郡
山
方

部
を
、
第
二
副
町
長
に
は

い
わ
き
・
富
岡
方
部
を
担

当
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

当
然
、
重
要
課
題
に
つ
い

て
は
ど
ち
ら
に
も
情
報
を

共
有
し
て
い
た
だ
き
、
対

応
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問　
総
務
課
長
が
副
町

長
の
代
わ
り
を
担
う
よ
う

な
対
応
は
と
れ
な
い
か
。

答　
副
町
長

　

総
務
課
長
が
他
課
の
所

管
す
る
業
務
ま
で
把
握
し
、

指
揮
命
令
す
る
と
い
う
の

は
無
理
だ
と
考
え
ま
す
。

【
質
疑
応
答
】

問　

副
町
長
を
二
人
に

す
る
こ
と
に
よ
る
財
政
的

な
負
担
は
。

答　
総
務
課
長

　

現
在
支
給
し
て
い
る
副

町
長
の
給
与
等
が
２
倍
に

な
り
ま
す
。

問　
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　
総
務
課
長

　

帰
還
に
向
け
た
膨
大
な

業
務
を
郡
山
・
い
わ
き
・

富
岡
と
離
れ
た
３
か
所
で

執
務
を
行
う
上
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
場
所
で
臨
機
応
変

な
意
思
決
定
、
迅
速
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
考
え
ま
す
。

【
提
案
理
由
】

　

帰
還
開
始
に
向
け
た
事

業
が
ま
す
ま
す
本
格
化
す

る
こ
と
か
ら
、
様
々
な
物

事
に
機
動
的
か
つ
適
切
に

対
応
す
る
た
め
、
現
行
の

副
町
長「
一
人
」を「
二
人
」に

改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
採
決
結
果
】

　

否
決

　

賛
成
：
６

　
　
　

堀
本
・
早
川
・
遠
藤

　
　
　

渡
辺（
光
）・
高
橋

　
　
　

渡
辺（
三
）

　

反
対
：
７

　
　
　

山
本
・
安
藤
・

　
　
　

宇
佐
神
・
高
野

　
　
　

渡
辺（
英
）・
黒
澤

　
　
　

三
瓶

教
育
委
員
会
委
員
を

再
任

　

平
成
28
年
３
月
31
日

を
も
っ
て
、
任
期
満
了
と

な
る
富
岡
町
教
育
委
員
会

委
員
に
関
本
征
司
さ
ん
を

再
任
す
る
議
案
が
提
出
さ

れ
、
投
票
の
結
果
、
全
会

一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
32
年
３
月

31
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

【
関
本
征
司
教
育
委
員

 

ご
あ
い
さ
つ
】

　
『
時
は
今
』と
申
し
ま
す

か
、『
胸
突
き
八
丁
』と
申

し
ま
す
か
、
平
成
28
年
度

は
、
富
岡
町
の
再
生
復
興

に
向
け
て
、
ま
さ
に
正
念

場
の
年
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。
役
場
職
員

の
皆
様
、
そ
し
て
議
員
の

皆
様
に
は
、
日
々
ご
努
力

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
、

感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

私
も
微
力
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
教
育
委
員
と
い

う
職
務
を
通
じ
て
、
町
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
に
精

進
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
ど
も
皆
さ
ま
に
お
示
し

で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

【
特
例
宿
泊
】

　

帰
還
目
標
時
期
を
約
一

年
後
に
控
え
た
今
、
潜
在

す
る
課
題
を
抽
出
す
る
た

め
、
３
月
17
日
よ
り
特
例

宿
泊
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

実
施
に
当
た
っ
て
は
、

国
と
詳
細
な
調
整
を
重
ね
、

町
独
自
の
取
組
と
し
て
も
、

役
場
職
員
の
24
時
間
の
配

２
０
０
億
と
い
う
予
算
規

模
の
業
務
を
適
切
に
執
行

し
、
県
内
各
地
に
避
難
し

て
い
る
町
民
に
対
し
て
十

分
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
に
は
、
副
町

長
を
二
人
制
に
し
、
迅
速

な
判
断
、
対
応
が
で
き
る

体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

答　
町
長

　

こ
の
４
月
か
ら
曲
田
地

区
整
備
の
た
め
に
、
拠
点

整
備
課
を
富
岡
町
に
移
転

さ
せ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り

町
内
で
勤
務
す
る
職
員
が

３
課
20
名
を
超
え
、
現
地

で
の
対
応
は
ま
す
ま
す
増

え
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
避
難
者
が
増

加
し
続
け
て
い
る
い
わ
き

支
所
で
の
相
談
も
増
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
第
二

副
町
長
を
置
き
、
し
っ
か

り
と
対
応
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

【
討
論
】

《
反
対
意
見
》

　

山
本
育
男
議
員

　

こ
の
問
題
は
、
当
町
に

と
っ
て
大
変
重
要
な
問
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
民
間
の
方
の
登
用
も

考
え
る
な
ど
、
も
っ
と
町

民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ

う
な
慎
重
な
議
論
を
し
て

定
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
ま
す
の
で
、
反
対
し

ま
す
。

《
賛
成
意
見
》

　

渡
辺
三
男
議
員

　

目
標
と
す
る
帰
還
時
期

ま
で
じ
っ
く
り
と
議
論
し
て

い
る
時
間
も
あ
ま
り
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
民
間
の
方
を

登
用
す
る
と
し
て
も
、
富

岡
町
の
現
状
を
把
握
し
、

す
ぐ
に
動
け
る
よ
う
な
人

材
を
見
つ
け
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
と
考
え
ま
す
の
で
、

人
材
面
も
含
め
た
町
執
行

部
の
提
案
に
賛
成
し
ま
す
。

《
反
対
意
見
》

　

安
藤
正
純
議
員

　

い
わ
き
支
所
機
能
の
十

分
な
拡
充
が
な
さ
れ
な
い

ま
ま
、
第
二
副
町
長
を
い
わ

き
に
置
く
と
い
う
こ
と
が

納
得
で
き
ま
せ
ん
。
平
成

29
年
４
月
以
降
に
富
岡
に

役
場
機
能
を
戻
し
、
郡
山
・

富
岡
の
両
体
制
に
な
っ
た
後

に
、
こ
の
副
町
長
二
人
制
の

議
論
を
す
る
べ
き
だ
と
考

え
ま
す
の
で
反
対
し
ま
す
。

《
賛
成
意
見
》

　

遠
藤
一
善
議
員

　

現
在
の
富
岡
の
復
興
状

況
、
郡
山
・
い
わ
き
の
現

状
を
考
え
る
と
、
膨
大
な

業
務
を
現
在
の
体
制
で
行

う
の
は
厳
し
い
と
考
え
ま

す
。
町
の
復
興
と
、
さ
ら

な
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
た
め
に
も
、
副

町
長
を
二
人
体
制
に
す
る

こ
と
に
賛
成
し
ま
す
。

置
、
個
人
積
算
線
量
計
の

貸
出
、
保
健
師
に
よ
る
巡

回
訪
問
の
実
施
な
ど
、
宿

泊
す
る
町
民
の
安
全
・
安

心
を
最
優
先
と
す
る
体
制

確
保
に
万
全
を
期
し
て
い

ま
す
。

【
平
成
28
年
度
当
初
予
算
】

　

富
岡
町
の
本
格
復
興
に

向
け
、
ま
さ
に「
正
念
場

の
年
」で
あ
る
と
の
観
点

か
ら
、「
富
岡
町
の
発
展

を
見
据
え
た『
心
』と『
ふ

る
さ
と
』再
生
の
加
速
化
」

を
基
本
理
念
と
し
た
上
で
、

次
の
三
つ
を
取
組
方
針
と

し
て
、
平
成
28
年
度
当
初

予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

①
ふ
る
さ
と
富
岡
で
の
生

活
を
見
据
え
た
環
境

作
り
の
加
速
化

　
Ｊ
Ｒ
富
岡
駅
周
辺
整
備

な
ど
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
事
業
や
診
療
所
や
商

業
施
設
、
災
害
公
営
住
宅

な
ど
の
復
興
拠
点
整
備
事

業
な
ど

②
町
民
一
人
ひ
と
り
の
心

の
復
興
に
向
け
た
生
活

と
誇
り
の
再
建

　

各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ

ニ
交
付
事
業
な
ど
の
避
難

生
活
支
援
事
業
や
震
災
の

記
録
等
の
収
集
・
保
存
・

伝
承
な
ど

③
ふ
る
さ
と
富
岡
の
発
展

を
支
え
る
産
業
と
交
流

基
盤
の
再
生

　

営
農
再
開
等
の
農
林
水

産
業
の
支
援
事
業
や
文
化

交
流
セ
ン
タ
ー
の
機
能
回

復
な
ど
の
交
流
基
盤
の
再

生
事
業
な
ど

　

一
般
会
計
総
額
で
約

１
９
８
億
円
、
特
別
会
計

を
合
わ
せ
る
と
約
２
８
０

億
円
と
い
う
、
富
岡
町
と

し
て
は
、
過
去
類
を
見
な
い

予
算
規
模
と
な
り
ま
し
た

が
、
帰
還
開
始
目
標
を
目

前
に
控
え
た
年
で
あ
る
だ

け
で
な
く
、
帰
還
後
の
町
の

発
展
を
も
見
据
え
た
基
礎

を
構
築
す
る
上
で
も
重
要

な
年
で
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

関本　征司さん
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一般質問は、議員が町の行財政全般にわたって執行機関に問題点をただし、
所信の表明を求めて政治姿勢を明らかにするものです。一般質問

■ 三瓶　一郎 議員 ……………………………………………………… ８
 ○誘致する企業の資産調査を実施せよ

 ○学びの森の早期再開は
 ○教育施設の整備方針は

■ 遠藤　一善 議員 ……………………………………… ９
 ○町は「里山」の範囲をどこまでと考えるか

 ○大倉山の除染方針は

■ 堀本　典明 議員 ………………………… 10
  ○国際共同研究棟事業の進捗は

  ○広域連携の強化が必要では

■ 山本　育男 議員……………… 11
 ○平成28年度の予算編成方針は

 ○ICT（情報通信技術）の利用に対する考えは
 ○観光事業の展望は

 ○英語教育に対する町の考えは

３月定例会の一般質問に４議員が登壇し、町の対応や考えなどを問いました。
この紙面では、質問した順に質疑応答の要点をお知らせします。

４議員が
質　問

動画配信中！

1

ズバリ

うを

2

3

4

不動産の取得・指定管理者の指定・補正予算

とみおか議会だより 186号とみおか議会だより 186号7 66

一般会計一般会計

《総額は154億1799万円に》

事業の完了、精査による減額補正が目立ちました。
補正のあった主な事業は以下のとおりです。

・庁舎機能回復事業費 2億3373万円減
・営農再開支援事業費 1億6431万円減
・農地等維持修繕事業費 1億5597万円減
・工業団地事業費 1億7058万円減
・商業拠点施設整備事業費 3億7920万円減
・防災行政無線経費 5億8591万円減
・その他（事業の完了、精査による） 3億5236万円減

【指定管理者の指定】
　　指定管理者の指定案件２件について、全会一致で同意しました。

　●富岡町養護老人ホームの指定管理者の指定
　　　団　体　名 ： 社会福祉法人　伸生双葉会
　　　理　事　長 ： 大原　弘道
　　　指定期間 ： 平成28年４月１日〜平成31年３月31日

　●富岡町立とみおか診療所の指定管理者の指定
　　　団　体　名 ： 医療法人社団　邦諭会
　　　理　事　長 ： 今村　諭
　　　指定期間 ： 平成28年４月１日〜平成31年３月31日

【不動産の取得】
　　不動産の取得案件３件について、全会一致で可決しました。

　●廃炉国際共同研究センター国際共同研究棟建設事業に係る事業用地
　　　地目 ： 田　　　　　　　面積 ： 11,540㎡
　　　価格 ： 36,928,000円

　●富岡町災害公営住宅整備事業に係る事業用地
　　　地目 ： 宅地及び田　　　面積 ： 10,768.77㎡
　　　価格 ： 214,900,136円

　●拠点商業施設整備事業に係る事業用地
　　　地目 ： 宅地、雑種地及び保留地
　　　面積 ： 土地　17,676.91㎡　　建物　7,118.84㎡
　　　価格 ： 484,635,796円

公営住宅整備予定地（曲田地区）

※指定管理者制度とは
　地方公共団体がもつ
公共施設の管理・運営
を、民間事業会社を含む
法人等に委託すること
ができる制度だっぴー
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三瓶 一郎 議員

問

答

誘致する企業の資産調査を実施せよ
進出企業や金融機関から聞き取り調査を行う

問　
企
業
を
誘
致
す
る

際
に
は
、
進
出
を
希
望

す
る
企
業
の
資
産
内
容

を
十
分
に
リ
サ
ー
チ
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
町
長　

本
町
へ
進

出
を
希
望
さ
れ
る
企
業

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

も
、
企
業
業
績
や
事
業

内
容
等
の
調
査
を
行
う

な
ど
、
企
業
活
動
の
持
続

性
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
の

確
認
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
進
出
希
望

企
業
や
関
係
す
る
金
融

機
関
な
ど
か
ら
の
聞
き

取
り
に
よ
る
確
認
を
行

い
、
併
せ
て
、
国
や
県
の

企
業
立
地
担
当
部
署
か

ら
、
情
報
を
収
集
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
進
出
を
希
望

さ
れ
る
企
業
に
対
し
て

は
、
進
出
後
の
活
発
な

事
業
展
開
と
事
業
持
続

の
た
め
に
も
、
本
町
の

状
況
を
十
分
把
握
い
た

だ
く
こ
と
が
、
何
よ
り

も
重
要
と
考
え
ま
す
の

で
、
企
業
進
出
に
係
る

Ｐ
Ｒ
資
料
を
作
成
し
、

積
極
的
に
活
用
し
て
い

く
と
と
も
に
、
国
、
県

と
の
一
層
の
連
携
強
化
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

問　
学
び
の
森
を
早
期

に
再
開
さ
せ
る
必
要
性

は
。

答　
町
長　

学
び
の
森

は
、「
復
興
拠
点
整
備
計

画
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

の
中
で
平
成
30
年
４
月

を
再
開
の
目
標
と
し
て

示
し
、
平
成
28
年
度
よ

り
復
旧
に
向
け
、
本
格

的
な
工
事
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

本
施
設
は
、
帰
町
し

た
方
、
新
た
な
住
民
と

な
る
方
及
び
一
時
帰
宅
し

た
方
が
集
え
る
社
会
教

育
活
動
施
設
と
し
て
の

利
用
や
隣
接
地
に
立
地

が
決
定
し
た
廃
炉
国
際

共
同
研
究
セ
ン
タ
ー「
国

際
共
同
研
究
棟
」の
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
と
し
て

の
利
用
が
図
れ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
文
化
財
セ

ン
タ
ー
白
河
館
に
保
管

し
て
い
る
行
政
所
有
文

化
財
の
町
へ
の
返
還
時

期
と
併
せ
、
そ
れ
ら
を

展
示
・
活
用
す
る
場
所

と
し
て
利
用
す
る
と
と

も
に
、
震
災
・
原
発
事

故
直
後
か
ら
保
存
・
保

管
を
行
っ
て
い
る
民
間

所
有
の
文
化
財
、
震
災

遺
産
の
保
管
施
設
と
し

て
も
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
富
岡
町
へ
の

関
心
を
深
め
て
頂
く
効

果
も
期
待
で
き
る
施
設

と
も
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
、
施
設
利
用

の
あ
り
方
や
運
営
の
方

法
に
つ
い
て
も
充
分
、
検

討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

問　
一
小
、
一
中
の
ど
ち

ら
か
を
最
小
限
整
備
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答　
教
育
長　

　

町
は
、
曲
田
地
区
で

の
小
・
中
学
校
の
再
開

を
目
指
し
て
お
り
、
震

災
に
よ
る
建
物
被
害
の

比
較
的
少
な
い
第
一
中
学

校
校
舎
を
平
成
28
年
度

中
に
改
修
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
学
校
再
開
の

時
期
に
つ
い
て
は
、
避
難

指
示
の
解
除
、
保
護
者
へ

の
意
向
調
査
の
結
果
や

町
民
の
帰
町
意
向
な
ど

と
合
わ
せ
て
判
断
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

 

学
び
の
森
の
早
期
再
開
は

　

 

多
く
の
方
が
集
え
る
施
設
と
し
て
必
要

問答

問

答

町は「里山」の範囲をどこまでと考えるか
住民が容易に立ち入ることができる森林

問　
政
府
は
森
林
除
染

に
つ
い
て「
里
山
」に
も
広

げ
る
方
針
を
発
表
し
た

が
、
町
と
し
て
は「
里
山
」

の
範
囲
を
ど
こ
ま
で
と

考
え
る
の
か
。

答　
町
長　

宅
地
に
隣

接
し
た
森
林
は
も
と
よ

り
、
地
域
の
住
民
が
往

来
す
る
際
に
通
る
山
道

を
も
つ
よ
う
な
森
林
、

シ
イ
タ
ケ
の
ホ
ダ
場
、
容

易
に
山
菜
等
を
採
り
に

立
ち
入
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
森
林
を
里
山

と
と
ら
え
、
広
域
的
か

つ
効
果
的
な
除
染
の
実

施
を
今
後
も
強
く
求
め

て
い
き
ま
す
。

問　
里
山
エ
リ
ア
を
具

体
的
に
示
せ
。

答　
復
興
推
進
課
長

　

詳
細
に
つ
い
て
は
現

在
交
渉
中
で
す
が
、
県

道
35
号
線
か
ら
東
側
は

概
ね
里
山
だ
と
の
認
識

を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

35
号
線
よ
り
西
側
に
つ

い
て
も
、
林
道
を
中
心

と
し
た
一
定
の
範
囲
は
里

山
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問　
河
川
に
つ
い
て
は

ど
う
考
え
る
か
。

答　
復
興
推
進
課
長

　

ど
こ
ま
で
上
流
に
遡

る
か
は
今
後
の
検
討
課

題
で
す
が
、
河
川
は
生

活
圏
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
森
林
除
染
の
方
法

は
。

答　
復
興
推
進
課
長

　

堆
積
物
除
去
で
は
除

染
の
効
果
が
確
認
で
き

な
い
こ
と
か
ら
、
再
除

染
で
表
土
５
㎝
の
は
ぎ

取
り
を
行
う
予
定
で
す
。

問　
里
山
を
特
定
す
る

上
で
地
元
住
民
か
ら
の

聞
き
取
り
は
。

答　
復
興
推
進
課
長

　

町
内
一
円
に
詳
し
い
方
に

は
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
な
お
、
地
元
の
方

か
ら
の
情
報
収
集
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　
大
倉
山
の
除
染
方

針
は
。

答　
町
長　
大
倉
山
に
は
、

赤
木
地
区
内
を
起
点
と
し

た
ハ
イ
キ
ン
グ
道
と
し
て
通

称「
塩
の
道
」、
さ
ら
に
頂

上
付
近
に
ト
イ
レ
や
東
屋

を
備
え
た
大
倉
山
森
林
公

園
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

震
災
前
は
、
桜
と
並

ぶ
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

多
く
の
方
が
訪
れ
、
こ

れ
ら
の
施
設
を
活
用
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、
塩
の

道
と
大
倉
山
森
林
公
園

の
一
体
的
な
除
染
の
実
施

を
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
可
能
な
限
り

広
範
囲
で
の
除
染
の
実

施
を
継
続
的
に
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

問　
面
的
な
除
染
を
考

え
て
い
る
の
か
。

答　
復
興
推
進
課
長

　

森
林
公
園
は
登
山

ル
ー
ト
も
含
め
て
面
的
な

除
染
を
要
望
し
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
方
針
は
示
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
今
後
と
も

要
望
し
て
い
き
ま
す
。

問　
植
物
の
群
生
地
の

把
握
は
。

答　
産
業
振
興
課
長

　

現
在
の
と
こ
ろ
詳
細

に
把
握
は
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
来
年
度
よ
り
除

染
の
状
況
を
考
慮
し
な

が
ら
、
調
査
を
開
始
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

 

大
倉
山
の

　

 

除
染
方
針
は

　

 

可
能
な
限
り

　

 

広
範
囲
の

　

 

除
染
を

　

 

要
望
す
る

問答

　

 

教
育
施
設
の

　

 

整
備
方
針
は

　

 

第
一
中
学
校
を

　

 

来
年
度
中
に

　

 

改
修

問答

造成中の富岡工業団地（本岡地区）

※万象ホールディングスが進出を
希望した際には、現地調査や金
融機関調査等を行い、議会の同
意を得て決定した。

遠藤 一善 議員

大倉山登山道入り口
※現在は入山できません。
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問

答

国際共同研究棟事業の進捗は
今後担うべき役割を協議する段階

問　
当
町
に
整
備
さ
れ

る
事
が
決
定
し
た
国
際

共
同
研
究
棟
の
詳
細
な

情
報
は
。

答　
町
長　

平
成
29
年

４
月
の
研
究
棟
開
設
を
目

指
し
、
来
月
よ
り
建
設
に

着
手
し
、
施
設
開
設
後
、

職
員
約
30
名
程
度
の
運

営
か
ら
段
階
的
に
研
究
者

を
増
員
さ
せ
る
予
定
で
、

最
終
的
に
１
０
０
名
か
ら

１
５
０
名
程
度
の
研
究
施

設
と
す
る
計
画
と
の
こ
と

で
す
。

　

な
お
、
隣
接
す
る
学

び
の
森
を
活
用
し
た
研

修
会
の
開
催
や
研
究
者

の
生
活
環
境
整
備
に
つ
い

て
相
談
が
あ
り
ま
す
の

で
、
町
と
し
て
、
関
係
機

関
と
の
連
携
を
密
に
し
、

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

問　
建
物
の
建
設
は
動

き
出
し
た
が
、
実
際
の

運
用
に
つ
い
て
情
報
、
進

捗
が
見
え
て
こ
な
い
が
。

答　
企
画
課
長　

　

国
、
県
が
主
体
と
な
っ

て
有
識
者
の
意
見
を
伺

い
な
が
ら
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
コ
ー
ス
ト
構
想
全

体
を
実
現
す
る
た
め
の

内
容
を
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

町
は
、
こ
の
構
想
の

中
で
、
国
際
共
同
研
究

棟
が
今
後
ど
の
よ
う
な

役
割
を
担
っ
て
い
く
べ
き

な
の
か
、
事
業
主
体
及

び
文
科
省
と
協
議
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　
国
際
共
同
研
究
棟

周
辺
の
田
畑
を
買
い
上

げ
て
、
企
業
誘
致
な
ど

に
利
用
す
る
考
え
は
。

答　
企
画
課
長　

　

そ
れ
が
ま
さ
に
町
が

望
む
こ
と
で
は
あ
り
ま

す
が
、
農
地
を
買
い
上

げ
る
際
に
は
、
農
地
の

利
用
方
法
が
定
ま
ら
な

い
と
農
地
転
用
や
農
振

除
外
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
全
体
的
な
構
想

を
実
現
す
る
た
め
に
ど

の
よ
う
な
施
設
が
必
要

な
の
か
。
ま
た
国
や
県

は
ど
の
よ
う
な
考
え
を

持
っ
て
い
る
の
か
協
議
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

問　
各
市
町
村
に
お
い

て
、
避
難
解
除
後
に
住

民
帰
還
が
進
ま
な
い
現

状
で
、
共
通
問
題
を
打

開
す
る
為
に
広
域
連
携

の
強
化
が
必
要
で
は
。

答　
町
長　

震
災
、
原

発
事
故
の
影
響
で
、
人

口
減
少
の
傾
向
が
進
展

す
る
中
、
広
域
連
携
の

必
要
性
は
、
以
前
よ
り

増
し
て
き
て
い
る
と
認

識
し
て
お
り
、
広
域
連

携
を
更
に
強
化
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　

今
後
設
立
が
予
定
さ

れ
る
広
域
連
携
検
討
会

等
に
お
い
て
、
議
論
を

深
め
、
連
携
を
模
索
し

て
い
く
考
え
で
す
。

問　
広
域
連
携
強
化
の

た
め
に
、県
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
と
連
携
強
化
の

必
要
性
を
発
信
し
て
い

く
べ
き
で
は
。

答　
副
町
長　

　

複
数
の
市
町
村
を
ま

と
め
る
県
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
非
常
に
重
要
で
、

12
市
町
村
将
来
像
の
提

言
の
中
に
も
県
が
積
極

的
に
関
わ
る
事
と
な
っ
て

い
ま
す
。
連
携
の
必
要
性

は
、
様
々
な
会
議
で
各
町

村
か
ら
も
強
い
声
と
し
て

上
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。
単
な
る
効
率
的
な

広
域
連
携
で
は
な
く
、
双

葉
郡
地
域
全
体
の
発
展

的
か
つ
前
向
き
な
連
携
が

必
要
で
あ
り
、
大
き
な
視

野
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

 

広
域
連
携
の
強
化
が
必
要
で
は

　

 

双
葉
郡
地
域
全
体
の
発
展
的
か
つ

　

 

前
向
き
な
連
携
が
必
要

問答

問

答

平成28年度の予算編成方針は
費用対効果を意識した予算編成

問　
平
成
28
年
度
の
予

算
編
成
方
針
は
。

答　
町
長　

既
存
事
業

は
、
類
似
・
重
複
す
る

事
業
の
洗
出
し
や
内
容

の
見
直
し
を
行
い
、
ま

た
、
新
規
事
業
に
お
い

て
は
、
新
た
な
視
点
を

取
り
入
れ
、
事
業
の
成

果
を
十
分
に
検
証
す
る

な
ど
、
限
り
あ
る
財
源

の
中
で
、
費
用
対
効
果

を
意
識
し
た
事
業
内
容

と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
種
補
助
事

業
を
積
極
的
に
活
用
し
、

可
能
な
限
り
財
源
の
確

保
を
図
り
、
一
般
財
源
の

縮
減
に
努
め
た
と
こ
ろ

で
す
。

問　
今
後
５
年
間
の
財

政
見
通
し
は
。

答　
町
長　

平
成
28
年

度
か
ら
の
５
年
間
は
、

復
興
・
創
生
期
間
と
さ

れ
、
被
災
12
市
町
村
内

の
事
業
お
よ
び
原
子
力

事
故
対
策
事
業
に
つ
い

て
は
、
全
額
国
庫
負
担

が
継
続
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
交
付
税
に
お
い
て

も
特
例
措
置
が
講
じ
ら

れ
る
な
ど
、
今
後
５
年

間
の
復
興
財
源
の
確
保

は
あ
る
程
度
見
通
せ
る

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
税
収
や
使

用
料
等
の
自
主
財
源
は
、

今
後
も
大
幅
な
増
収
を

見
込
め
な
い
状
況
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
町
は
、
国

に
対
し
、
被
災
地
の
置

か
れ
た
状
況
を
十
分
踏

ま
え
た
確
実
な
財
源
の

確
保
を
求
め
る
一
方
、「
使

う
べ
き
は
使
う
、
削
る

べ
き
は
削
る
」を
基
本
に
、

持
続
可
能
な
財
政
構
造

の
構
築
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

問　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
用
の
取

り
組
み
に
対
す
る
町
の

考
え
は
。

答　
町
長　

本
町
で
も
、

本
年
１
月
25
日
に
住
民

票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を

行
う
な
ど
、
積
極
的
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
用
は
、
町

民
と
町
を
つ
な
ぐ
た
め
の

非
常
に
有
効
な
ツ
ー
ル
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
福
祉
や
教
育
な
ど

多
様
な
分
野
で
の
可
能

性
を
検
討
し
、
今
後
さ

ら
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
有
効
活

用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問　
観
光
事
業
に
つ
い

て
、
帰
還
に
向
け
て
何

ら
か
の
考
え
は
。

答　
町
長　

帰
還
後
は
、

放
射
線
量
の
状
況
を
考
慮

し
、
安
全
性
を
確
認
し
つ

つ
順
次
、
再
開
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
桜
通
り

で
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
麓

山
の
火
祭
り
な
ど
、
今

後
と
も
検
討
を
深
め
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
震
災
の
記
録
や

遺
産
を
活
用
し
な
が
ら
、

ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
な
ど
を

民
間
機
関
と
協
力
し
て
進

め
、
県
内
外
か
ら
の
集
客

に
つ
な
げ
て
い
く
と
と
も

に
、地
域
の
活
性
化
も
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　
英
語
教
育
の
推
進

と
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
活
用
は
。

答　
町
長　
現
在
、
町
立

小
・
中
学
校
三
春
校
に
は
語

学
力
の
向
上
と
国
際
感
覚

の
醸
成
の
た
め
、
Ａ
Ｌ
Ｔ

一
名
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

小
さ
い
頃
よ
り「
生
」の

英
語
に
触
れ
る
事
に
よ

り
、
子
ど
も
達
が
外
国
の

方
々
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う

と
す
る
態
度
の
育
成
を

図
り
な
が
ら
、
気
軽
に
会

話
の
で
き
る
環
境
を
整
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
き
め
細
や
か

な
英
語
教
育
の
推
進
を

図
っ
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

堀本 典明 議員

学びの森を含めた交流の場の創出を目指す

山本 育男 議員

　
 

英
語
教
育
に

　
 

対
す
る
町
の

　
 

考
え
は

　

 
き
め
細
や
か
な

　

 
英
語
教
育
の

　

 

推
進
を
図
る

問答

　

 

Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報

　

 

通
信
技
術
）の

　

 

利
用
に
対
す
る

　

 

考
え
は　

　

 

町
民
と
町
を

　

 

つ
な
ぐ
有
効
な

　

 

ツ
ー
ル

問答

　

 

観
光
事
業
の

　

 

展
望
は

　

 

安
全
性
を

　

 

確
認
し
つ
つ
、

　

 

再
開
す
る

問答
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今後、町内の土壌調査はどのよう
に行うか。
現在は公共施設を中心に土壌調査
を行っていますが、今後は現地での

個別の調査にも対応でき
るようにしたいと考えます。

【健康福祉課】

新たに建設される駅舎はどの程度
の規模か。
平屋建てで、旧富岡駅と同程度
の規模の駅舎を予定しているとのこ
とです。復興拠点の交通の要となる
場所ですので、にぎわいの広場を併
設し、魅力ある駅前づくりを進めて
いきたいと考えます。

【拠点整備課】

Q

A

とみっぴーの今後
の活用方法は。

富岡の歴史文化の伝承や現状を伝
えるなど、情報発信を主に活動し
ていきたいと考えています。
とみっぴー音頭やとみっぴー体操をつくっ
て、高齢者の健康増進等につなげるような
展開は。
検討委員会の中では、みんなで一緒にで
きるようなものをつくって、交流をし
ながら広めていきたいという話は出
ています。

【産業振興課】

Q

Q

A

A

家屋解体の受付期間の終期は。
まだ終期は設定されていませ
んが、他自治体では避難指示

解除前に受付を終了したという先
行事例もありますので、広報等を
通じて家屋解体申請の勧奨をして
いきたいと考えます。

【復興推進課】

Q

A

Q

A

町内に整備する公営住宅について、
戸建てだけでなく、集合住宅や介護も
考慮にいれた住宅の整備を検討しては。
２期分以降では、高齢者や障がい者に配慮した長
屋住宅やバリアフリー住宅の整備を行う予定です。

グループで申し込みがあった場合の対応は。
既存のコミュニティを維持したいというグループ
の意向を汲み取ることは大切であると考えます
ので、要綱の中に盛り込むことを検討
します。

【企画課】

Q

Q

A

A

  常任委員会とは、本会議前に   議案などを事前に審査したり、
   各課の事務の執行状況   などを調査する場です。

それぞれの常任委員会が調査し   た主な事業について報告します。

  常任委員会とは、本会議前に   議案などを事前に審査したり、
   各課の事務の執行状況   などを調査する場です。

それぞれの常任委員会が調査し   た主な事業について報告します。

倒壊の危険性を鑑み、
町として、町内の大規

模半壊以上の建物の解体を
進める考えは。
関係する各課、機関と協議し、
対応を検討します。

【税務課】

Q

A

仮設住宅等の
自治会の存続
が難しくなって
いるのでは。

自治会長や役員の担い手がいないた
め、自治会を解散するところも出て
きています。これまで自治会が担っ
てきた役割の中で、仮設住宅の
連絡員等ができる業務はないか、
検討を始めているところです。

【生活支援課】

Q

A

町内の集会所
の修繕方針は。
多目的集会所を中心に

修繕する方針です。全体を修繕、
維持するのは非効率ですので、
集約は必要だと考えます。

【総務課】

Q

A

とみっぴー
とみおか議会だより 186号とみおか議会だより 186号13 1212
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　平成28年１月27日及び２月10日、富岡町役場 桑野分室で全員協議会を開催し、
国より特例宿泊についての説明を受けました。
　議員からは、警察や消防などの夜間対応の要望や屋内の放射線量の把握が十分
でないことなど、様々な意見が出されました。

原発等
特別委員会

全員協議会

【
炉
心
溶
融
の
情
報
発
信
】

問　
事
故
当
時
、
炉
心

溶
融（
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
）に

つ
い
て
正
し
く
情
報
発

信
さ
れ
な
か
っ
た
原
因
は
。

答　
東
京
電
力
㈱

　

事
故
後
、
３
月
14
日

に
メ
ー
タ
ー
が
復
旧
し
た

時
に
、
炉
心
の
損
傷
割

合
が
数
十
％
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
、
炉
心

溶
融
を
起
こ
し
て
い
る
と

判
断
で
き
ま
し
た
。
社

内
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
５
％

を
超
え
る
と
炉
心
溶
融

と
判
断
さ
れ
る
と
明
記

さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
報

道
を
し
て
こ
な
か
っ
た
こ

と
を
深
く
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。

　

原
因
、
経
緯
に
つ
い
て
、

第
三
者
を
含
め
た
検
証

委
員
会
を
早
急
に
立
ち

あ
げ
、
調
査
し
、
ご
報

告
し
ま
す
。

【
継
続
し
た
人
的
支
援
を
要
望
】

問　
今
後
復
興
を
進
め

て
い
く
上
で
、
人
的
な

支
援
は
。

答　
東
京
電
力
㈱

　

で
き
る
こ
と
は
何
で
も

や
る
と
い
う
名
目
で
復
興

本
社
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
実
際
に
他
の
自
治

体
か
ら
も
人
的
支
援
の

要
請
を
い
た
だ
き
、
期
間

限
定
で
社
員
を
派
遣
し

た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

人
的
な
支
援
が
必
要

な
場
合
は
、
具
体
的
に
ご

相
談
い
た
だ
き
、
人
数
、

期
間
等
を
検
討
、
対
応

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

答　
総
務
課
長

　

こ
れ
ま
で
も
様
々
な

支
援
を
い
た
だ
い
て
き
ま

し
た
が
、
今
後
も
必
要

に
応
じ
て
支
援
の
要
請

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

《国が想定する特例宿泊の日程》
 【お彼岸】　平成28年３月17日　　〜　（10日間程度）
 【お花見】　平成28年４月 ６ 日　　〜　（10日間程度）
 【G　W】　平成28年４月29日　　〜　（10日間程度）

《国の説明》
　これまでの復興に向けた取り組みにより、最低限必要なインフラ（上下水道等）が整ってい
る地域もあること、防犯・防火等に最低限必要な体制を確保できることなどにより、所要の
措置を講じた上で短期間の宿泊は可能と認められる。

《特例宿泊実績》
 【お彼岸】　平成28年３月17日〜３月23日
　　　　　 宿泊世帯数　　22世帯（34世帯）
　　　　　 宿泊者数　　　35人　（60人）

 【お花見】　平成28年４月６日〜４月17日
　　　　　 宿泊世帯数　　17世帯（23世帯）
　　　　　 宿泊者数　　　28人　（42人）

※（　）内は申込世帯及び人数

《安全対策の充実》
●警察による警戒の継続
　◦パトロールカーが町内に常駐し、24時間体制での警戒警らにあたる
　◦特例宿泊世帯への声かけ、周辺のパトロールを行う
●双葉消防本部による防火・救急体制の強化
　◦特例宿泊世帯の重点的パトロール、24時間の出動体制を構築する
　◦個別訪問を実施する
●町役場職員が期間中、宿直を実施し、日中は保健師による訪問を行う

《放射線量の測定及び管理の徹底》
●宿泊家屋内外の空間放射線量率を測定し、個人線量計を配布する

《ライフラインの確保》
●福島県LPガス協会と連携し、安全なガスの使用の周知徹底を図る
●浄化槽については、個別に相談を受け、清掃などの対応を実施する

安全の確保が最優先

　平成28年２月29日に開催した原子力等特別委員会で、福島第一原子力発電所
第１号機から４号機の廃止措置等に向けた中長期ロードマップの進捗状況につい
て、東京電力㈱より説明を受けました。
　本会では特に、東京電力㈱の社内マニュアルに沿わない情報発信をしていた
件について是正を求めるとともに、町の復旧・復興に向けて継続した人的支援を
求める声が多く聞かれました。

正確な情報発信と
継続した人的支援を求める

特例宿泊

【議員の提言】　●宿泊する町民の安全の確保が最優先である。警察・消防等の24時間体制
での対応が必要だ。

●宿泊する家屋内外の放射線量の把握は必須である。申し込みがあった家屋
の内外の放射線量の計測は、要望の有無にかかわらず、必ず行うべきだ。

●宿泊する町民のライフラインの確保が重要である。ガスの使用やトイレの
浄化槽の清掃など、希望者へのきめ細やかな対応が必要だ。

特例宿泊世帯に保健師が訪問
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ふるさとの復興のために   全力で取り組みます

新議会の構成決まる
　改選後、初の議会となる平成28年第３回臨時会が４月５日に招集され、今後４年間の
議会組織構成を決定しました。議長、副議長の選挙を行った結果、議長に塚野芳美氏、
副議長に渡辺英博氏が選出されました。
　また、各委員会の選任をはじめ、双葉地方広域市町村圏組合及び双葉地方水道企業
団の議会議員の選挙や各種審議会等の委員の推薦を行いました。

議
　長

　塚
野
　芳
美

副
議
長

　渡
辺
　英
博

　
去
る
４
月
５
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
初
議
会
に
お
い
て
、

議
員
の
皆
さ
ま
の
ご
推
挙
に
よ
り
議
長
に
再
任
さ
れ
ま
し

た
こ
と
は
、
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
引
き
続
き
議

会
の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
こ
と
に
、
改
め
て

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
本
町
は
未
だ
全
町
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

本
年
度
は
帰
還
を
見
据
え
た
町
内
の
居
住
環
境
や
生
活
環

境
等
の
復
興
が
本
格
化
い
た
し
ま
す
。
様
々
な
事
情
を
抱

え
る
町
民
の
皆
さ
ま
が
た
と
え
ど
の
よ
う
な
選
択
を
さ
れ

た
と
し
て
も
、
等
し
く
安
ら
ぎ
の
あ
る
生
活
が
取
り
戻
せ

る
よ
う
、
議
会
と
町
が
一
丸
と
な
っ
て
尽
力
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

塚
野
芳
美
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

　
東
日
本
大
震
災
後
の
原
子
力
災
害
に
よ
り
、
全
町
避
難

と
い
う
未
曽
有
の
事
態
に
追
い
込
ま
れ
、
早
５
年
と
い
う

月
日
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
町
民
の
皆
さ
ま
は
筆

舌
に
尽
く
せ
な
い
困
難
に
直
面
し
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
よ

う
と
努
力
し
て
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
の
再
建
、
富
岡
町
の
復
興
・
再
生

に
大
変
重
要
な
時
期
で
す
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
副
議
長

の
要
職
に
就
か
せ
て
い
た
だ
き
、
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
あ
り
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
議
長
の
補
佐

を
務
め
る
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
町
政
に
反
映

さ
せ
、
町
の
復
興
・
再
生
に
全
力
で
取
り
組
む
覚
悟
で
す
。

皆
さ
ま
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

渡
辺
英
博
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

平成28年第３回臨時会（初議会）

委
　員
　長
　渡
辺
　三
男

副
委
員
長
　宇
佐
神
幸
一

産
業
復
興
常
任
委
員
会

委
　員
　長
　早
川
　恒
久

副
委
員
長
　堀
本
　典
明

総
務
常
任
委
員
会

※◎委員長　◯副委員長

後列左から　　　　　　高野匠美・遠藤一善・高橋実
前列左から　　　高野泰・○堀本典明・◎早川恒久・塚野芳美

後列左から　　　　　　安藤正純・山本育男・渡辺高一
前列左から　　　渡辺英博・○宇佐神幸一・◎渡辺三男・黒澤英男

◎遠藤一善　・　○早川恒久　・　渡辺英博　・　黒澤英男　・　　渡辺三男
議会運営委員会

◇富岡町都市計画審議会委員　　［　堀本典明　・　黒澤英男　］
◇富岡町青少年問題協議会委員　［　高野匠美　・　早川恒久　・　宇佐神幸一　］
◇富岡町総合開発審議会委員　　［　渡辺高一　・　高野　泰　］
◇富岡町民生委員推薦会委員　　［　遠藤一善　・　渡辺三男　］

条例に基づく各種委員

◎宇佐神幸一　・　○堀本典明
※議長以外の全議員が構成委員になります。

原子力発電所等に関する特別委員会
◎堀本典明　・　○渡辺高一　・　高野匠美
　遠藤一善　・　　山本育男　・　渡辺英博

議会報編集特別委員会

塚野芳美　・　高橋実　・　渡辺三男
双葉地方広域市町村圏組合議会議員

遠藤一善・　高野泰
双葉地方水道企業団議会議員

とみおか議会だより 186号とみおか議会だより 186号17 1616
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ふるさとで
事業再開

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様々なイベント等で、町民の　方から多く聞かれるのは
『富岡町から遠く離れた土地で長く避難生活を送っていると、　富岡町が今どうなっているのかわからない』という声です。

　  皆様の先が見えない不安を　少しでも解消できるように、
　 私たち編集委員が現地に行き、　富岡町の現状をお伝えします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様々なイベント等で、町民の　方から多く聞かれるのは
『富岡町から遠く離れた土地で長く避難生活を送っていると、　富岡町が今どうなっているのかわからない』という声です。

　  皆様の先が見えない不安を　少しでも解消できるように、
　 私たち編集委員が現地に行き、　富岡町の現状をお伝えします。

Step.5

常磐富岡IC

滝川ダム

常
磐
自
動
車
道

富岡町

常
磐
線

富岡駅

岩井戸温泉

楢葉町

川内村

大熊町

太 

平 

洋

❶富岡消防署臨時拠点を設置（２F）

❷福島復興本社を富岡町へ

❸拠点整備課が富岡町保健センターへ

❹セブンイレブン上郡山店開店

復興への あゆみ復興への あゆみ

平成25年１月１日にJヴィレッジ内に設置された福島
復興本社が浜通り電力所（本町１丁目38番地）に移転し
ました。

平成25年１月１日にJヴィレッジ内に設置された福島
復興本社が浜通り電力所（本町１丁目38番地）に移転し
ました。

富岡町消防団第一分団屯所（中央２丁目86番地）に富岡
消防署臨時拠点を設置しました。
富岡町消防団第一分団屯所（中央２丁目86番地）に富岡
消防署臨時拠点を設置しました。

４月１日より、拠点整備課が富岡町保健センターへ移転し
ました。これにより、保健センターでは復旧課・復興推進課・
拠点整備課の３課約20名の職員が勤務します。

４月１日より、拠点整備課が富岡町保健センターへ移転し
ました。これにより、保健センターでは復旧課・復興推進課・
拠点整備課の３課約20名の職員が勤務します。

３月31日にセブンイレブン上郡山店が開店しました。３月31日にセブンイレブン上郡山店が開店しました。

❶❶

❹❹

❸❸

❷❷

とみおか議会だより 186号とみおか議会だより 186号19 1818
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富岡町 で

　全国町村議会議長会が主催する第30回町村議会広報全国コンクールにおいて、議会
だより第179号が262町村の応募の中から第７位、優良賞を受賞しました。
　これからも編集委員一同、議会活動を町民の皆様にわかりやすくお伝えするために、
読みやすい議会だよりの編集に努めてまいります。今後とも、ご支援ご協力をお願い
いたします。

優良賞を受賞

「請願」と「陳情」
町民の皆さんが町政についての意見やしてほしいこと
を文書にして、直接町議会に提出する制度です。

「請願」の申請に特別な様式はありません。表題（件名）、
要望理由、要望事項、提出年月日、氏名（法人、
団体は名称と代表者名）、紹介議員を記載して、押印
されたものを議長宛に提出してください。
紹介議員のないものは、「陳情」として取り扱います。

請願書を提出　⇒　所属する常任委員会で審議　⇒　
「採択」「不採択」の決定

常任委員会で「採択」された請願　⇒　本会議で審議　⇒
本会議で「採択」　⇒　町長や関係行政庁に送付し、
実現を要望（審査結果は請願者にも通知されます）

※「陳情」は全議員、町執行部に写しを配布します。

≪請願書提出後の流れ≫

　

今
年
も
夜
の
森
の
桜
は
町
民
の
帰

り
を
待
つ
よ
う
に
、
咲
き
誇
っ
て
い

ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
ご
覧
に
な
れ
た

で
し
ょ
う
か
。

　

表
紙
の
写
真
は
富
岡
町
立
中
学
校

の
入
学
式
で
す
。
緊
張
の
表
情
で
す

が
、
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た
生
徒

達
を
先
輩
達
が
温
か
く
迎
え
入
れ
て

く
れ
ま
す
。
早
く
中
学
校
生
活
に
慣

れ
て
、
楽
し
く
学
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
議
会
報
よ
り
、
改
選
後
の

新
メ
ン
バ
ー
で
の
編
集
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
町
民
の
皆
さ
ん
に

読
ん
で
頂
け
る
議
会
報
と
な
る
よ
う
、

編
集
に
心
掛
け
て
行
き
ま
す
。
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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（
堀
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典
明
）


